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将来の災害への備えには、過去の災害を科学的に検証しつつ、その記憶を語り継

ぐ必要があります。

伊勢湾台風や昭和東南海地震などの過去の災害の記録の科学的な検証を、来る

べき南海トラフ地震津波やスーパー伊勢湾台風への対策にいかに生かすか、企業・

行政・マスコミ・学術の第一線で活躍する方々が、参加者の皆様と熱く語ります。

R1.10.20.(日)
10：00～11：30

名古屋コンベンションホール302会議室

共催：日本学術会議科学技術を生かした防災・減災政策の国際的展開に関する検討委員会
日本学術会議土木工学・建築学委員会IRDR分科会

開会挨拶

小池俊雄
国立研究開発法人土木研究所 水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM）センター長、
東京大学名誉教授

講演

「科学と制度との狭間で考える、災害軽減に活かす科学」
山岡耕春
名古屋大学大学院環境学研究科教授、
日本地震学会会長

講演

「過去の災害を踏まえた防災技術の進歩」
井上信
東邦ガス供給本部供給防災部長

講演

「過去の災害から学ぶ最も危険な天気図とは」
寺尾直樹
NHK名古屋放送局気象キャスター

講演

「昭和南海地震の教訓と大規模広域災害対策」
阪本真由美
兵庫県立大学准教授

講演

「防災・減災に向けた名古屋市の取り組み」
酒井康宏
名古屋市防災危機管理局長

パネルディスカッション

西川智 （司会）
名古屋大学減災連携研究センター教授

閉会挨拶

寶馨
京都大学大学院総合生存学館（思修館）学館長・教授

入場無料


